
　宇部興産株式会社は、1897年「匿名組合沖ノ山炭鉱組合」として創業以来、機械、セメント、化
学へと事業を拡大させ、1942年に商号を「宇部興産株式会社」といたしました。
　創業者・渡辺祐策が唱えた「共存同栄」「有限の鉱業から無限の工業へ」の精神を胸に、私たち
は皆様とともに歩み、成長してまいりました。
　2022年 4月、三菱マテリアル株式会社との間でセメント事業等の統合を実施、そして当社は
化学事業持株会社として、経営体制を一新しました。
　私たちは一層のグローバルな展開を図り、「ＵＢＥ（ユービーイー）株式会社」「ＵＢＥ(ユービ
ーイー )三菱セメント株式会社」「ＵＢＥ(ユービーイー )マシナリー株式会社」として、それぞ
れが自立的な発展を目指します。

こんにちは!!　ＵＢＥ(ユービーイー)です。

　125年前、石炭の採掘からスタートし、その後、化学・セメント・機械事業からなる複合事業体として
発展してきた当社は、それぞれの事業をより一層強くするため、このたび大きな体制変更を行いました。
　本体はスペシャリティ化学事業をグローバルに展開する会社として「宇部興産株式会社」から「ＵＢＥ
(ユービーイー )株式会社」に社名変更し、セメント事業は三菱マテリアル社をパートナーとする合弁会
社「ＵＢＥ三菱セメント株式会社」に移管、また、各種産業機械の製造とサービスの会社としてすでに別会
社化していた機械の事業会社も、これを機に「ＵＢＥマシナリー株式会社」と名前を変え、これによって各
事業が自立的な経営を強める、新たなグループ経営に移行しました。
　われわれは「共存同栄」という創業の精神の下、地域社会に貢献しながら、常に自己変革を行い、社会が
必要とする価値を、社会が求める安全で環境負荷の低い方法で提供してきました。時代によって経営体制
は変えながら、根底にある「地域とともに生きる」という精神は今後も変えずに守っていきます。
　宇部の地で生まれ、地域の皆様方に育まれてきた企業としての誇りを持ちながら、社名変更に込めた、
さらなるグローバル化の推進と、化石資源に大きく依存しない事業構造への変革という決意を胸に刻み、
サステナブル ( 持続可能 ) な社会の実現を目指していきますので、新社名の下でも引き続きのご支援を
賜りたいと思います。
　「ＵＢＥ株式会社」を今後ともよろしくお願いいたします。
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ＵＢＥ(ユービーイー)株式会社
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０
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２
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。

　
当
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９
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９
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０
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史
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。
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械
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一
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、
事
業
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テ
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ョ
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す
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わ
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。
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ＵＢＥ(ユービーイー)マシナリー株式会社

代表取締役社長

宮内  浩典
代表取締役社長

宮内  浩典
　
Ｕ
Ｂ
Ｅ
株
式
会
社
と
三
菱
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９
９
８
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セ
メ
ン
ト
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売
・
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流
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統
合
し
て
宇
部
三
菱
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メ
ン
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株
式
会
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を
設
立
し
、
事
業
体
質
の
強
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を
図
っ
て
ま
い
り
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そ
れ
か

ら
23
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が
過
ぎ
た
現
在
、
セ
メ
ン
ト
業
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は
国
内
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要
の
減
少
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
お

り
、
当
社
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は
大
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な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
セ
メ
ン
ト
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将
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発
展
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新
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な
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築
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両
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「
Ｕ
Ｂ
Ｅ
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菱
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株
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発
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。
こ
れ
に
よ
り
当
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セ
メ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
と
し
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国
内
2
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の
規
模
と
な
り
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す
。
ま
た
、
三
菱
マ
テ
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ア
ル
株
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の
米
国
事
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、Ｕ
Ｂ
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株
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会
社
の
無
機
材
料
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加
わ
り
、
国
内
外
に
お
い
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成
長
事
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有
す
る
企
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と
な
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ま
す
。

　
セ
メ
ン
ト
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
、
循
環
型
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に
貢
献
す
る
事
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で
す
。
我
々
に
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事
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を
通
じ
て
、
社
会
に
暮
ら
す
一
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と
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の

豊
か
な
暮
ら
し
と
地
球
環
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図
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が
あ
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ま
す
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発
足

に
際
し
、当
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「
最
高
の
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を
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の
技
術
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サ
ー
ビ
ス
で
提
供
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、

地
球
の
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を
支
え
つ
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け
る
。」
と
い
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経
営
理
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を
掲
げ
ま
し
た
。
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史
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集
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卓
越
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技
術
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指
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と
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ら
な
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取
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組
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で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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